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• 「脱炭素に協力したいけど日常生活の中でそれを実現する機会がない」と感じる生活者は少なくない。

• そうした生活者は、経済的インセンティブに頼らずとも行動変容する可能性がある。

1-1. 活動の背景｜生活者の声

出所：日本総研作成
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36％
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35％
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日本総研によるくらしとカーボンニュートラルに関する生活者調査
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• 「脱炭素を推進するには生活者の応援が欲しい」というのが企業（メーカーも流通も）の本音である。

• その実現には、伝え方を工夫したり、「鶏と卵の関係」を脱する工夫が必要である。

1-2. 活動の背景｜企業の声

出所：日本総研作成

カーボンニュートラルに
頑張る企業を協力・応援したい
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• 当面は脱炭素に「触れて・学んで・取り組む」ことを通じて、試行的に脱炭素を体験する世界を実現する。

• その先に、「企業と生活者が自律・継続的に脱炭素を目指す世界」＝「脱炭素市場の創出」を見据える。

2. 目指す世界

出所：日本総研作成
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チャレンジ・カーボンニュートラル・コンソーシアム（CCNC）
での活動

CCNCCを通じて参加企業が獲得を目指す成果

• 脱炭素・カーボンニュートラルの“自分ゴト”化を目指す、生活者と企業による協創型コンソーシアム
「チャレンジ・カーボンニュートラル・コンソーシアム（CCNC）」を設立。

3. CCNCの概要

出所：日本総研作成
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• 身近な商品・売場を通じて脱炭素に触れ・学び・取り組む機会を提供し、生活者の脱炭素に係る行動変容の
あり方を探るため、メーカー・流通・脱炭素ソリューション企業から成るコンソーシアムを組成。

4. CCNCの参加企業

出所：日本総研作成
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• CCNCでは、参加企業に対しては“グリーンな商品・売場の開発に係る仮説検証の場”を、生活者に対しては
“グリーンなくらしの体験実践の場”を提供。

5. CCNCの実施概要

出所：日本総研作成
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• 2024年1月に東京・名古屋・大阪・神戸の4つの店舗を活用した実証試験を予定し、次年度以降も拡大・
発展させて実施。

6. CCNCのスケジュール

出所：日本総研作成
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実証準備 検証

自治体との催事 提言活動啓発

スギ薬局様
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• 日本総研は、「くらしの視点」で「生活者との対話」を通じて「環境価値に係る自律的な市場」を創出して
「持続可能な社会」を実現すべく、グリーン・マーケティング・ラボ（GML）を設立。

参考｜GMLの設立

出所：日本総研作成
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生活者企業

• 脱炭素社会の実現には、ビジネス・暮らしの両面で減CO2を推進することが重要である。

• 企業と生活者の減CO2を繋ぎ合わせる「買い物」「教育」「お金」の切り口から行動変容を促す。

参考｜買い物×教育×お金＝みんなで減CO2プロジェクト

出所：日本総研作成
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• 身近な店頭で、身近な商品を通じて、キャラクターやクイズ、クリエイティブの力を使って楽しく・面白く、脱炭素
に興味のない生活者にも「触れ・学び・取り組む」ことで意識と行動の変化を分析する。

参考｜“買い物”を通じた減CO2活動

出所：日本総研作成
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• 自治体と連携し、自立的な脱炭素行動に不可欠な知識を深めるための啓発・教育にも注力する。

• 従業員も一人の生活者であることを認識し、身近なところから脱炭素の自分ゴト化を実践する。

参考｜”教育“を通じた減CO2活動

出所：日本総研作成
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連
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• みんなで減CO2プロジェクトでは、親しみやすい生活者とのコミュニケーションを展開する目的で、カーボンニュート
ラルを目指すネコちゃん戦士「ニャートラル」とその仲間「ギャートラル」「ゲンコツさん」が登場します。

参考｜みんなで減CO2プロジェクトキャラクター

出所：日本総研作成

ゲンコツ

ニャートラル ギャートラル ゲンコツさん

JRI商標登録申請中
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本件に関するお問い合わせは下記までお願いいたします。

お問い合わせ

本資料の著作権は株式会社日本総合研究所に帰属します。

株式会社日本総合研究所
リサーチ・コンサルティング部門

グリーン・マーケティング・ラボ

200010-gml@ml.jri.co.jp

〒141-0022
東京都品川区東五反田2丁目18番1号 大崎フォレストビルディング

〒550-0001
大阪市西区土佐堀2丁目2番4号 土佐堀ダイビル

株式会社

日本総合研究所

mailto:200010-gml@ml.jri.co.jp

